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平成27年（2015年）5月５日

○決算特別委員会審査報告
○議会改革特別委員会報告
　①　 議会基本条例制定につ

いて
　②　 議会費財政問題検討結

果について
○質疑応答・意見交換
　 ★議会ホームページの「議
会報告会」をご覧ください。

－この広報紙は再生紙を使用しています－

平
成
27
年
度 

予
算
案
を
可
決

　
　
　
　
　
　

       （
詳
細
は
４
面
）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  こどもの医療費の助成に関する条例の一部改正
により、小学校３年生まで所得制限がなくなり
ます （第８号議案）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  第６期介護保険事業計画の策定に伴った介護保
険条例の一部改正により、保険料が見直され、
基準月額の階層で現行の5,100円から5,650
円に引き上げとなります （第11号議案）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  議会改革により、市議会議員は法律に定めのな
い市長諮問機関等へ参画しないことに決定

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  「個人情報保護条例に関する陳情」（陳情第４
号）、「南部地域コミュニティバスの運行に関す
る陳情」（陳情第８号）ほか陳情３件を採択、
２件を不採択

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  「労働者保護ルール見直しに対し慎重な対応を
求める意見書（案）」（議員提出第６号）ほか５
件を可決

Topics

第４回
議会報告会を
2月21日㈯に
開催

議会報を
リニューアルしてきました

【Before】

212号
（2011年８月発行/４ページ）　

● 毎号２ページ増やしてレイアウトを全面リニューアル、文字
を大きく読みやすい字体に変更（2011年11月）

● 議案に対する会派別の賛否を掲載（2012年５月）
● 視覚しょうがい者用音訳を、朗読テープからデイジー対応Ｃ
Ｄへ変更（2012年11月）

● コストをほとんど増やさずにカラー化（2014年５月）
● ８月・11月発行号をさらに２ページ増、表紙レイアウトを
変更し、議会トピックスを大きく掲載（2014年８月）

● 議会改革特集の臨時号を発行（2014年10月）
５月からの改選後の議会でも、議会だよりの改革改善を進めてま
いりますので、ご意見をお寄せ下さい。 【議会報編集委員会】

228号
（2015年2月発行/8ページ）　

【After】

2 2号 228号

【 】



平成27年５月５日発行 No.229

常
任
委
員
会
で
は
本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
た
後
に
、
行
政

報
告
が
あ
り
ま
す
。
委
員
か
ら
は
質
疑
が
あ
り
、
意
見
も
出
さ
れ
ま
す
。
今
議

会
で
は
17
件
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
文
教
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
地
方
版
総
合
戦
略
作
成
に
係
る
基

礎
調
査
委
託
料
の
内
容
は
。

答
大
き
く
３
つ
の
調
査
で
、
１
つ
目

は
少
子
化
対
策
ニ
ー
ズ
調
査
、
２
つ

目
は
地
域
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
基

礎
調
査
、
３
つ
目
は
市
外
か
ら
人
を

呼
び
込
む
た
め
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調

査
で
あ
る
。

問
国
立
市
と
し
て
地
方
創
生
の
枠
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
。

答
１
つ
目
は
地
方
版
総
合
戦
略
の
策

定
、
２
つ
目
は
Ｕ
I
Ｔ
タ
ー
ン
の
助

成
、
３
つ
目
は
地
域
し
ご
と
支
援
事

業
、
４
つ
目
は
創
業
支
援
・
販
路
開

拓
支
援
、
５
つ
目
は
観
光
振
興
・
対

内
直
接
投
資
支
援
、
６
つ
目
は
多
世

代
交
流
・
多
機
能
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠

点
、
７
つ
目
は
少
子
化
対
策
の
メ
ニ

ュ
ー
の
中
、
国
立
市
で
は
少
子
化
対

策
に
重
き
を
置
く
。

問
基
礎
調
査
委
託
料
の
委
託
先
の
選

定
方
法
は
。

答
法
令
に
沿
っ
た
随
意
契
約
で
、
例

え
ば
基
本
構
想
の
支
援
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
お
願
い
し
た
い
。

総
務
文
教
委
員
会
で
の
主
な
討
論

【
賛
成
】
国
立
市
だ
け
出
生
率
を
上

げ
る
発
想
で
な
く
、
日
本
社
会
を
国

立
市
が
東
京
一
極
集
中
で
な
い
形
で
、

リ
ー
ド
し
て
い
く
発
想
を
持
っ
た
予

算
執
行
を
要
望
す
る
。

【
賛
成
】
東
京
で
人
口
減
少
が
起
き

て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
、
総
合
戦
略

の
策
定
委
託
料
を
し
っ
か
り
活
用
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

【
賛
成
】
国
立
市
の
将
来
あ
る
べ
き

姿
を
し
っ
か
り
定
め
た
、
地
方
版
総

合
戦
略
策
定
を
要
望
す
る
。

【
賛
成
】
１
千
万
円
を
有
効
活
用
し
、

将
来
的
に
も
活
き
た
も
の
と
な
る
こ

と
を
願
う
。

【
賛
成
】
文
教
都
市
国
立
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
上
げ
て
い
く
こ
と
、
子
育
て

世
代
を
国
立
へ
呼
び
込
む
た
め
の
重

要
な
費
用
を
大
事
に
使
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
希
望
す
る
。

【
賛
成
】
市
民
の
力
を
使
っ
て
、
市

民
が
希
望
を
持
て
る
市
政
を
き
っ
ち

り
と
つ
く
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
希
望

す
る
。

建
設
環
境
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
交
付
金
は
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
か
、
内
容
は
。

答
１
千
500
万
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
発
行
事
業
で
あ
る
。

問
創
業
支
援
に
係
る
経
費
は
、
今
年

度
限
り
か
。

答
実
施
計
画
の
中
で
は
、
複
数
年
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

建
設
環
境
委
員
会
で
の
主
な
討
論

【
賛
成
】
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
等
は

バ
ラ
マ
キ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
の
収
入
が
増
え
な
い
限
り
、
抜
本

的
な
経
済
効
果
は
な
い
。

福
祉
保
険
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
子
育
て
応
援
給
付
事
業
の
内
容
は
。

答
就
学
前
の
乳
幼
児
３
千
500
人
に
一

人
当
た
り
６
千
円
の
応
援
券
を
給
付

す
る
。
商
工
会
に
事
務
委
託
し
、
費

用
と
し
て
１
千
995
万
円
。

問
応
援
券
の
配
布
時
期
は
。

答
９
月
末
か
ら
発
送
す
る
。
使
用
で

き
る
期
間
は
10
月
か
ら
１
月
。

問
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
運
用
事
業
に

か
か
る
経
費
の
内
容
は
。

答
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
子
育
て
支

援
と
し
て
、
妊
娠
期
か
ら
就
学
前
の

子
育
て
家
庭
に
情
報
を
提
供
す
る
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

問
ア
プ
リ
運
用
事
業
707
万
円
の
内
訳

は
。

答
シ
ス
テ
ム
業
務
導
入
委
託
で
約

500
万
円
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で
約

100
万
円
で
あ
る
。

問
児
童
館
維
持
管
理
事
業
に
係
る
経

費
300
万
円
の
内
容
は
。

答
市
内
３
児
童
館
に
赤
ち
ゃ
ん
を
連

れ
た
保
護
者
が
利
用
で
き
る
設
備
を

作
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
。

建
設
環
境
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

◆
陳
情
者
へ
の
質
疑

問
住
民
提
案
型
地
区
計
画
を
す
す
め

る
に
当
た
っ
て
、
国
立
市
の
制
度
が

良
く
な
い
と
い
う
意
味
は
。

答
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
以
外
何
も
な
く
、

話
し
合
い
の
場
や
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
紹

介
等
の
制
度
化
が
遅
れ
て
い
る
。

問
陳
情
ま
で
出
し
た
理
由
は
。

答
昨
年
４
月
か
ら
20
回
ほ
ど
都
市
計

画
課
に
足
を
運
ん
だ
が
、
き
ち
ん
と

し
た
対
応
を
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

１
年
も
待
た
さ
れ
て
い
る
現
状
を
市

長
に
知
っ
て
欲
し
か
っ
た
。

問
対
象
地
域
３
分
の
２
以
上
の
地
権

者
同
意
を
取
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

あ
と
の
３
分
の
１
の
方
は
。

答
全
員
の
地
権
者
と
す
り
合
わ
せ
は

し
た
。
地
区
計
画
に
全
く
の
反
対
は

１
人
。
反
対
で
は
な
い
が
同
意
に
至

っ
て
い
な
い
方
２
人
。
こ
こ
に
住
ん

で
い
な
く
中
立
的
な
方
が
２
人
。

福
祉
保
険
委
員
会
で
の
主
な
討
論

【
賛
成
】
子
育
て
応
援
券
が
使
え
る

期
間
を
伸
ば
す
べ
き
。

【
賛
成
】
地
域
の
消
費
喚
起
に
も
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
賛
成
】
情
報
だ
け
で
な
く
人
の
手

が
入
る
場
も
必
要
。

【
賛
成
】
幼
保
の
格
差
の
解
消
に
も

目
を
向
け
て
ほ
し
い
。

問
も
う
少
し
合
意
を
取
っ
て
い
こ
う

と
試
み
な
か
っ
た
の
か
。

答
国
立
市
に
調
整
す
る
制
度
が
無
い

中
、
市
民
と
し
て
で
き
る
精
い
っ
ぱ

い
の
こ
と
を
し
て
き
た
。

◆
市
担
当
へ
の
質
疑

問
原
案
提
出
が
昨
年
12
月
24
日
。
受

理
が
2
月
17
日
。
2
ヵ
月
弱
も
か
け

ず
、
早
く
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答
登
記
簿
謄
本
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
、

道
路
の
取
扱
い
、
面
積
の
確
認
、
決

裁
行
為
等
で
期
間
を
要
し
た
。

問
東
京
都
は
こ
の
提
案
制
度
に
関
し

て
ど
こ
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
か
。

答
位
置
と
面
積
。
そ
れ
以
外
は
市
で

検
討
し
た
内
容
で
良
い
。

問
位
置
等
で
ど
う
整
理
し
た
か
。

答
提
案
制
度
を
重
く
受
け
止
め
て
い

る
の
で
、
区
域
は
変
え
な
い
。

問
提
案
後
の
事
務
手
続
き
は
。

答
内
容
は
提
案
趣
旨
を
変
え
ず
、
文

字
の
体
裁
や
形
式
を
整
え
て
い
く
。

建
設
環
境
委
員
会
で
の
主
な
討
論

【
採
択
】
担
当
部
長
や
課
長
か
ら
勉

強
不
足
だ
っ
た
と
の
反
省
の
弁
が
あ

っ
た
。
陳
情
が
出
さ
れ
る
ま
で
も
な

く
住
民
発
意
の
地
区
計
画
案
は
法
律

に
基
づ
い
て
粛
々
と
進
め
て
欲
し
い
。

【
採
択
】
住
民
提
案
の
地
区
計
画
の

メ
リ
ッ
ト
は
①
用
途
境
の
紛
争
が
な

く
な
る
。
②
住
環
境
の
連
続
性
の
維

持
に
あ
る
。
２
月
17
日
に
受
理
し
て

い
る
。
遅
滞
な
く
進
め
て
欲
し
い
。

【
不
採
択
】
中
三
丁
目
地
区
計
画
が

地
権
者
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
と
き
に
、

西
二
丁
目
地
権
者
は
な
ぜ
提
案
し
な

か
っ
た
の
か
。
今
回
の
陳
情
は
一
地

域
の
問
題
で
は
な
く
市
全
体
へ
発
展

す
る
。
見
落
と
し
無
い
計
画
策
定
が

問
題
解
決
に
つ
な
が
る
。

【
不
採
択
】
住
民
提
案
の
地
区
計
画

案
を
そ
の
ま
ま
市
の
地
区
計
画
あ
る

い
は
都
市
計
画
決
定
に
求
め
て
い
る

陳
情
者
と
、
受
理
後
、
法
に
照
ら
し

て
内
容
を
調
整
し
て
い
く
行
政
と
の

間
に
食
い
違
い
が
生
じ
て
い
る
。

【
不
採
択
】
住
民
側
に
一
部
認
識
不

足
が
あ
っ
た
り
、
反
対
の
意
見
が
あ

る
中
で
、
じ
っ
く
り
調
べ
て
進
め
て

欲
し
い
。

【
採
択
】
'02
年
都
市
計
画
改
正
を
経

て
住
民
提
案
型
地
区
計
画
が
で
き
た

こ
と
を
行
政
が
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
の
は
問
題
。
賛
同
率
約
79.8
％
、
土

地
面
積
率
約
67.3
％
を
得
て
提
出
さ
れ

市
は
受
理
し
た
。
４
月
を
め
ど
に
都

市
計
画
審
議
会
開
催
、
６
月
議
会
の

条
例
提
案
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ

て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

平
成
26
年
度　

国
立
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
案

〔
可
決
〕

国
立
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
、
住
民
提
案

に
よ
る
地
区
計
画
の
早
期
制
定
を
求
め
る
陳
情

委
員
会
で
は
不
採
択
〔
本
会
議
で
採
択
〕

2

総務文教委員会 建設環境委員会 福祉保険委員会
●事務事業評価結果報告について
○消費生活行政充実事業　○職員人材
育成事業　○社会体育推進事業
●総合基本計画について、基本構想審
議委員会が平成27年5月に発足予定
●総合体育館の消防設備点検に関する
住民訴訟、市役所庁内の消防設備点検
に係る住民訴訟について、東京地裁は
原告の訴えをいずれも棄却

●事務事業評価結果報告について
○ごみ減量等推進事業　○自転車駐車
場運営事業　○地球温暖化対策実行計
画進行管理事業
●「TOKYO　SALON　出会いを楽
しむ街　くにたち」をテーマとした観
光に関する提言書について
●（仮称）国立市まちづくり条例を9
月議会で提案するための骨子案が示さ
れました
●自転車駐車場整備について基本方針
とともに10年計画が示されました
●南口複合公共施設について
●国立駅周辺まちづくり事業について、
南口複合公共施設、旧駅舎、東側高架
下市民利用施設の具体的な計画案
●「くにっこミニ」のルート変更

●事務事業評価結果報告について
○デイホーム事業　○放課後子ども教
室推進事業　○精神しょうがい者デイ
サービス事業
●第6期介護保険事業計画に関して介
護保険運営協議会からの答申について
●シェアハウスにおける児童扶養手当
等の支給について経過報告がなされま
した
●子ども子育て支援事業計画について
素案からの変更点が報告されました

●都市再生整備計画について
道路整備事業が基幹事業から関連事業
に変更
●地下水有機塩素系物質分析調査委託
業務における個人情報を含む業務車両
の盗難について

くにっこミニ



議　案　等　と　審　議　結　果
平成27年第1回定例会 平成27年（2015年）2月26日～3月24日 議

決
結
果議　案　名

会　派　（　）は最終本会議の所属議員数
（自由民主党・明政会の議員数は、議長を除く数）
自
民
明
政

（
4
）

共
産

（
3
）

ネ
ッ
ト

（
3
）

公
明

（
2
）

社
民

（
1
）

民
主

（
1
）

維
新

（
1
）

つ
む
ぎ

（
1
）

こ
ぶ
し

（
1
）

緑
（
1
）

み
ら
い

（
1
）

新
風

（
1
）

各議案の内容や会議録につきましては、市議会ホームページで、閲覧・検索ができます。ご覧ください。 国立市議会 検索

○…可決、採択　×…否決、不採択　△…一部採択　退…退席　欠…欠席　＊…可否同数により議長裁決

会派略称
自民明政＝自由民主党・明政会（石塚陽一・青木 健・大和祥郎・石井伸之・東 一良）　共産＝日本共産党（高原幸雄・長内敏之・尾張美也子）　
ネット＝生活者ネット（阿部美知子・小川宏美・前田節子）　公明＝公明党（小口俊明・中川喜美代）　　社民＝社民党（藤田貴裕）　
民主＝民主党（稗田美菜子）　維新＝維新の党（生方裕一）　つむぎ＝つむぎの会（池田智恵子）　こぶし＝こぶしの木（上村和子）
緑＝緑の党（重松朋宏）　みらい＝みらいのくにたち（望月健一）　新風＝新しい風（藤江竜三）

市
　
長

　
提

　
出

　
議

　
案

予
　
算

第20号
平成26年度国立市一般会計補正予算（第7号）案　　　
内容：基幹システム構築に伴う減額、臨時福祉給付金に伴う減額、障害福祉サービス費の減額、国民健康保険特別会計繰出金
の減額、医療扶助費の減額、南部地域整備事業及び都計道3・4・10号線の道路用地買収費の減額、木造住宅耐震改修助成金及
び特定緊急輸送道路沿道建築物耐震改修助成金の減額

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第21号 平成26年度国立市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）案　　　
内容：高額医療費共同事業医療費拠出金の減額、保険財政共同安定化事業拠出金の減額、医療費適正化事業委託金の減額 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第22号
平成26年度国立市下水道事業特別会計補正予算（第4号）案　　　　
内容：南部中継ポンプ場改築更新工事費の減額、移転補償費用の減額、管きょ築造に伴う支障埋設物切廻等保障費の減額、流
域下水道北多摩二号幹線事業費負担金の減額

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第23号 平成26年度国立市介護保険特別会計補正予算（第4号）案　　　　
内容：介護認定審査会手数料の減額、施設介護サービス費の減額、介護予防サービス費の増額 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第24号 平成26年度国立市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）案　　　
内容：一般会計繰出金の増額 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第25号 平成27年度国立市一般会計予算案 ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○
第26号 平成27年度国立市国民健康保険特別会計予算案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
第27号 平成27年度国立市下水道事業特別会計予算案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
第28号 平成27年度国立市介護保険特別会計予算案 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
第29号 平成27年度国立市後期高齢者医療特別会計予算案 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

第30号
平成26年度国立市一般会計補正予算 （第8号）案　　　　
内容：地方版総合戦略作成に伴う基礎調査委託料、子育て応援券給付事業の実施に係る経費、授乳施設設置に対する赤ちゃん・
ふらっと設置事業補助金、プレミアム商品券発行事業委託料などを新設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第31号 平成27年度国立市一般会計補正予算 （第1号）案　　　
内容：臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金、さくら通り道路改良工事費用などの追加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第32号 平成27年度国立市下水道事業特別会計補正予算（第1号）案　　　　
内容：ポンプ場運転管理委託料、南部中継ポンプ場耐震工事監理委託料などの追加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第33号 平成27年度国立市介護保険特別会計補正予算（第1号）案
内容：歳入の介護保険料から2,666万7千円を減額し、同じく歳入の基金繰入金に2,666万7千円を組み替える ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条
　
例

第 2 号 国立市基本構想審議委員会条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 3 号 国立市行政手続条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 4 号 国立市非常勤特別職職員の報酬および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 5 号 国立市教育委員会教育長の給与、旅費及び勤務条件に関する条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 6 号 国立市子ども総合計画審議会条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 7 号 国立市立保育園延長保育条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 8 号 国立市こどもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 9 号 国立市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第10号 国立市療育事故調査委員会条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第11号 国立市介護保険条例の一部を改正する条例案 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
第12号 国立市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第13号 国立市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第14号 国立市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第15号 国立市保健センター条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第16号 国立市都市景観形成条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第17号 国立市防災会議条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第18号 国立市交通安全対策審議会設置条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

そ
の
他

第 1 号 市道路線の廃止について（廃止：１路線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第19号 東京都市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び東京都市町村公平委員会共同設置規約の変更につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出
議
案

条
例

議 員
第 1 号

国立市議会委員会設置条例の一部を改正する条例案 
【提出者：石塚陽一議員ほか11名】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決
議

議　 員
第 2 号

平成27年度国立市一般会計予算について、元市長に対する高額請求訴訟に関する経費の執行凍結を求める決議案
【提出者：生方裕一議員ほか5名（ほか賛成者5名）】提出先：国立市長 ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ×

意
見
書

議 員
第 3 号

国による自転車構造の安全基準を定め、自転車利用者の安全を確保し、自転車利用のさらなる促進を求める意見書案
【提出者：生方裕一議員ほか6名（ほか賛成者4名）】  提出先：内閣総理大臣、内閣官房長官、経済産業大臣、国土交通大臣、国
家公安委員会委員長、警察庁長官、衆議院議長、参議院議長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　 員
第 4 号

政治が軍事より優先される民主主義国家の基本原則「文民統制」（シビリアンコントロール）を揺るがす防衛省設置法改
正の閣議決定に反対する意見書案
【提出者：小川宏美議員ほか4名（ほか賛成者3名）】  
提出先：内閣総理大臣、内閣官房長官、防衛大臣、衆議院議長、参議院議長

○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議　 員
第 5 号

「沖縄辺野古沖での海底調査に向けた作業の中止」及び「沖縄での新基地建設の中止」を求める意見書案
【提出者：長内敏之議員ほか3名】 
提出先：内閣総理大臣、防衛大臣、外務大臣、衆議院議長、参議院議長

○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

議　 員
第 6 号

労働者保護ルール見直しに対し慎重な対応を求める意見書案
【提出者：稗田美菜子議員ほか7名（ほか賛成者1名）】  
提出先：内閣総理大臣、内閣官房長官、厚生労働大臣、衆議院議長、参議院議長

○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願
・
陳
情

陳 情
第 1 号

国立市都市計画マスタープランに沿って、住民提案による地区計画の早期制定を求める陳情
【陳情者：西二丁目地区の地区計画準備会代表（ほか賛成署名者703名）】 ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ×

陳 情
第 2 号

福祉有償運送の積極的活用を求める陳情
【陳情者：国立市民】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳 情
第 3 号

「沖縄辺野古沖での海底調査に向けた作業の中止」および「沖縄での新基地建設の中止」を求める、国立市議会の意見書
を内閣総理大臣と防衛大臣に提出することを求める陳情
【陳情者：国立市民ほか2名】

○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

陳 情
第 4 号

個人情報保護条例に関する陳情
【陳情者：国立市民（ほか賛成署名者11名）】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳 情
第 5 号

国民健康保険税の年間1人5000円引き下げを求める陳情
【陳情者：国民健康保険税を考える国立の会代表（ほか賛成署名者415名）】 × × ○ × × ○ × × × ○ × × ×

陳 情
第 6 号

「くにたち地域エネルギービジョン策定」に関する陳情
【陳情者：国立市民】 × × ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ × ×

陳 情
第 8 号

南部地域コミュニティーバスの運行に関する陳情
【陳情者：国立市民（ほか賛成署名者268名）】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×
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問
税
率
改
正
に
よ
り
、
地
方

自
治
体
に
入
る
べ
き
法
人
市

民
税
が
一
部
国
に
入
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、
27
年
度
予
算

へ
の
影
響
額
は
。

答
11
月
分
か
ら
約
２
千
700
万

円
の
影
響
が
出
る
と
推
測
し

て
い
る
。

問
多
摩
・
島
し
ょ
ス
ポ
ー
ツ

振
興
助
成
金
150
万
円
と
わ
が

ま
ち
活
性
化
助
成
金
300
万
円

の
事
業
内
容
は
。

答
市
内
の
小
学
校
児
童
の
体

力
向
上
を
目
的
と
し
て
、
大

学
生
を
派
遣
す
る
。
わ
が
ま

ち
活
性
化
事
業
は
大
学
通
り

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
事
業

を
予
定
。

問
27
年
度
市
税
収
納
率
の
見

込
み
額
と
、
全
国
レ
ベ
ル
で

は
ど
の
位
置
な
の
か
。

答
現
年
度
分
で
市
税
99.5
％
、

滞
納
繰
越
分
で
37.0
％
、
ト
ー

タ
ル
で
99.0
％
と
見
込
ん
で
い

る
。
全
国
比
で
は
24
年
度
ト

ッ
プ
の
名
古
屋
市
は
98.3
％
だ

っ
た
の
で
、
か
な
り
高
い
水

準
に
あ
る
。

問
市
民
税
も
固
定
資
産
税
も

増
と
い
う
見
込
み
だ
が
、
そ

の
具
体
的
な
根
拠
は
。

答
個
人
市
民
税
は
給
与
の
伸

び
を
0.5
％
、
所
得
割
に
し
て

４
千
200
万
円
ほ
ど
の
増
を
、

固
定
資
産
税
は
負
担
水
準
の

伸
び
に
よ
り
約
５
千
700
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

問
国
立
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
、

寄
附
の
指
定
先
を
よ
り
具
体

的
に
で
き
な
い
か
。

答
今
後
、
寄
附
し
た
い
自
治

体
、
寄
附
し
た
い
事
業
に
価

値
基
準
が
シ
フ
ト
す
る
と
考

え
て
お
り
、
具
体
的
な
事
業

を
増
や
す
こ
と
は
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

議
会
費費費
会
費

議
会
議
会

問
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
は
、
い
つ
か
ら
実
施

の
予
定
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
早
け
れ
ば
第
３
回
定
例
会

か
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

総
務
費費費
務
費

総
務
総
務

問
電
子
自
治
体
共
同
運
営
協

議
会
へ
の
参
画
で
、
契
約
関

係
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
る

と
期
待
す
る
が
市
の
考
え
は
。

答
電
子
入
札
を
行
っ
て
い
く

た
め
に
必
要
な
協
議
会
へ
参

加
す
る
も
の
で
あ
り
、
情
報

発
信
力
が
高
ま
る
ほ
か
、
業

者
登
録
事
務
の
軽
減
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
正
規
職
員
と
非
正
規
職
員

の
割
合
は
。
ま
た
、
現
在
の

職
員
体
制
で
は
時
間
外
勤
務

が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

定
年
延
長
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
非
正
規
職
員
が
55
％
、
正

規
職
員
が
45
％
。
ま
た
、
今

後
人
事
院
勧
告
に
よ
り
定
年

延
長
が
検
討
さ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
の
で
、
制
度
と
し
て

当
然
検
討
の
対
象
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

民
生
費費費
生
費

民
生
民
生

問
Ｊ
Ｒ
谷
保
駅
跨こ

線せ
ん線線
橋き

ょ
う

の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
工
事
で
は
、

完
了
後
の
図
面
等
は
全
部
市

に
移
管
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

設
置
後
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

管
理
、
運
営
、
経
費
等
の
関

係
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
跨
線
橋
は
市
が
管
理
し
て

い
る
財
産
で
あ
り
、
図
面
等

は
Ｊ
Ｒ
か
ら
移
管
さ
れ
る
。

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、

会計区分 26年度当初予算 27年度当初予算 増減率
一般会計 285億1,800万円 299億1,900万円 4.9%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 73億4,600万円 85億1,321万4千円 15.9%
下 水 道 事 業 28億6,588万円 28億6,071万5千円 －0.2%
介 護 保 険 51億7,250万2千円 49億5,458万6千円 －4.2%
後期高齢者医療 15億1,734万6千円 15億6,116万3千円 2.9%
小 　 　 計 169億172万8千円 178億8,967万8千円 5.8%
合　　計 454億1,972万8千円 478億867万8千円 5.3%

平成27年度各会計の予算額 平成27年度一般会計歳入歳出予算額構成比

「平成27年度国立市一般会計予算について、元市長に対する高額請求訴訟に関する経費の執行凍結を求める附帯決議」を付した

３月9日、10日、11日、12日開催
委 員 長：石井伸之
副委員長：尾張美也子

「信義則違反」でも上訴を続ける佐藤市長の予算は認められない
生活者ネット　３名　反対

財政的に「国を頼らない」と公
言する佐藤市長の姿勢には疑問だ。
10月スタートの国の事務「共通番
号制度」導入の国庫補助率は低す
ぎて市財政を圧迫している。ネッ
トが提案した実態調査により、子
宮頸がんワクチン被害者が市内に
3女児いることが分かっている。
接種は自治体持ち。しがらみに縛
られ、地域の切実な訴えや被害を
国に上げられない首長では困る。
さくら通りの桜「樹木医診断」800

万円は妥当か。市民が望む土壌改
良や桜の養生に使うべきだ。今年
度は「元市長に対する高額請求訴
訟に関する執行凍結を求める決
議」が過半数議員によって可決さ
れた条件付き予算。税金約1,500万
円をすでに投入しながらも司法に
「信義則違反」と断じられ市は敗
訴。それでも控訴することに市民
的理解は到底得られていない。裁
判終結を望む市議会の決議も無視。
暴走する佐藤市長の予算に反対。

きめ細やかな施策を評価し更に市内防犯カメラの早期設置に期待!
自由民主党・明政会　５名　賛成

平成27年度予算は、これまで築
いて来た地域包括ケアの完成度を
更に高め、出産から子育てまで責
任を持った施策を展開し、将来に
向けてのまちづくりと安心安全対
策を盛り込んだ予算として、一般
会計予算では299億1千900万円で
あり、過去最高の予算規模である。
その要因は、国立駅南口複合施設
等用地の買戻しと平成27年4月から
スタートする子ども子育て支援新
制度への対応に伴う扶助費等の増

である。主要事業は、子育て世帯
の経済支援としてこども医療費助
成の拡充により小学校3年生まで
所得制限が撤廃されることは、国
立で子育てする上で大きな魅力で
ある。また、地域福祉の向上とし
てのＣＳＷ事業は地域に積極的に
入り制度の狭間の問題等の解決に
取り組む新たな仕組みづくりであ
り高く評価したい。安心安全カメ
ラ設置、ＬＥＤ化事業、ＡＳＳ事
業等、更に充実を期待し賛成する。

市民生活に必要かつ大切な予算がくみこまれていることを高く評価
公明党　２名　賛成

平成27年度予算は、歳入増や
歳出抑制をはかり、市民生活に必
要な予算になっている。特に公明
党が強く主張した小学３年までの
医療費の所得制限撤廃、市内の街
路灯全て（約５千基）を５ヵ年計
画でＬＥＤ化、谷保駅のバリアフ
リー化、小中学校の非構造部材の
耐震化、ＣＳＷ事業などに予算が
計上されたことを高く評価する。
「元市長に対する高額請求訴訟に
関する経費の執行凍結を求める決

議案」が可決はされたが、これに
は法的拘束力はない。市長という
権限は持った立場で、違法行為を
行った人には、市長を辞めた後で
も、当然責任を取ってもらわなけ
ればならないと考える。市民のた
めの市政運営を着実に続けた佐藤
市政の4年間で、国立市は大きく
前進した。不毛なイデオロギー中
心の市政運営に戻すことのないよ
うに、佐藤市長に期待して全ての
予算に賛成する。

市民の声を活かした街づくりに見直し福祉・教育の充実を
日本共産党　３名　反対

一般会計と介護保険特別会計予
算は反対、他の特別会計予算は賛
成。重点政策予算の4つの柱の中
身は、土木関係に偏った配分で、
まちの景観と賑わいを作る事業が
83％、昨年より20％増加。中でも
借金を膨らますのは国立駅の複合
公共施設整備事業や駅南口駐輪場
の建て替え、都計道3･4･10号線の
延伸。命と健康を守る分野は11％
で昨年より18％減。24時間安心・
安全というが、特養ホームの待機

者対策などの予算がなく、高齢者
のデイサービスの料金値上げで福
祉削減の予算。小3までの医療費
助成の所得制限廃止で子育て支援
は1％増加したが、全体の4％。き
め細かな子育て支援・保育園の待
機者160名の対策をすべき。介護
保険料は低所得層ほど所得に対す
る税率の高い逆累進だ。教育費は
三多摩一低い。市民の声を聞き身
の丈にあった街づくりで、福祉・
教育にバランスよい予算配分を。

平成27年度一般会計・各特別会計当初予算案に対する会派代表討論（要旨）
≪会派名簿順に掲載/「賛成」・「反対」は一般会計に対するもの≫

会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字数に違いがあります。
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歳　入 歳　出
299億1,900万円
（100％）

299億1,900万円
（100％）

市税
47.8%

民生費
45.9%

教育費
9.0%

総務費
14.1%

公債費4.7%

消防費4.1%
その他
2.4%

衛生費
6.1%

土木費
13.7%

都支出金
14.0%
都支出金
14.0%

市債10.5%

地方消費税
交付金
4.9%

繰入金
2.2%

使用料及び手数料1.7%
その他
5.3%

国庫支出金
13.6%

歳
入 

（
質
疑
）

歳
出 

（
質
疑
）



矢
川
駅
と
同
様
に
市
の
所
有

財
産
と
な
る
の
で
、
保
守
点

検
や
消
防
点
検
等
は
市
で
行

っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支

援
事
業
は
委
託
料
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
事

業
を
委
託
す
る
予
定
な
の
か
。

答
２
つ
あ
り
、
１
つ
は
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
の
中
の

家
計
相
談
支
援
事
業
で
、
平

成
26
年
10
月
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
し
て
お
り
、

こ
れ
を
継
続
す
る
も
の
。
２

つ
目
は
平
成
27
年
度
に
新
た

に
始
め
る
就
労
準
備
支
援
事

業
で
あ
る
。

衛
生
費費費
生
費

衛
生
衛
生

問
健
康
づ
く
り
事
業
の
「
元

気
な
く
に
た
ち
健
康
づ
く
り

計
画
策
定
支
援
等
委
託
料
」

は
、
平
成
26
年
度
の
約
５
倍

の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
平
成
26
年
度
は
第
１
次
の

健
康
づ
く
り
計
画
の
最
終
評

●
国
民
健
康
保
険

問
健
康
優
良
表
彰
ポ
イ
ン
ト

交
換
率
が
減
少
し
て
い
る
が
。

答
加
盟
店
で
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に

く
に
た
ち
ポ
イ
ン
ト
を
付
加

の
形
か
ら
、
く
に
た
ち
ス
タ

イ
ル
商
品
と
の
交
換
の
形
に

で
き
な
い
か
模
索
し
て
い
る
。

●
下
水
道
事
業

問
現
状
の
下
水
道
総
延
長
、
耐

震
済
み
の
総
延
長
及
び
今
後

４
ヵ
年
で
耐
震
化
さ
れ
る
部

分
は
。

答
国
立
市
の
下
水
道
総
延
長

は
187
㎞
、
う
ち
、
耐
震
化
済

は
2.2
㎞
、
平
成
30
年
度
ま
で

に
耐
震
化
さ
れ
る
部
分
は
5.5

㎞
。

価
を
実
施
し
た
が
、
平
成
27

年
度
は
第
２
次
の
計
画
を
作

る
た
め
の
資
料
づ
く
り
等
を

委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
交
付
分

の
子
宮
頸
が
ん
と
乳
が
ん
の

検
診
率
が
、
こ
こ
５
年
間
下

が
っ
て
い
る
が
理
由
は
何
か
。

答
当
初
は
、
マ
ス
コ
ミ
が
と

り
あ
げ
Ｐ
Ｒ
効
果
が
大
き
か

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
各
事
業

所
が
独
自
に
検
診
を
実
施
す

る
こ
と
が
増
え
て
い
る
こ
と

に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

農
林
費費費
林
費

農
林
農
林

問
城
山
さ
と
の
い
え
事
業
を

実
施
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答
用
水
、
ハ
ケ
、
農
地
が
一

体
と
な
っ
た
魅
力
的
な
農
業

環
境
を
守
り
、
農
業
・
農
地

を
次
世
代
に
伝
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

問
事
業
の
見
直
し
基
準
を
定

め
て
お
く
べ
き
と
思
う
が
。

答
農
業
振
興
の
拠
点
で
あ
り
、

運
営
撤
退
は
考
え
て
い
な
い
。

土
木
費費費
木
費

土
木
土
木

問
国
立
駅
北
口
駐
輪
場
は
、

国
立
市
民
が
18
台
し
か
使
っ

て
い
な
い
が
、
契
約
は
い
つ

終
了
で
き
る
の
か
。

答
平
成
28
年
３
月
に
土
地
所

有
者
と
の
契
約
見
直
し
を
予

定
し
て
お
り
、
平
成
27
年
度

中
に
国
分
寺
市
と
事
務
的
な

協
議
を
行
っ
て
い
く
。

問
さ
く
ら
通
り
に
お
け
る
平

成
27
年
度
道
路
改
修
工
事
の

予
定
は
。

答
植
栽
計
画
を
見
直
し
、
イ

チ
ョ
ウ
に
つ
い
て
は
全
て
存

置
し
、
桜
に
つ
い
て
は
街
路

樹
診
断
で
倒
木
の
危
険
が
あ

る
と
判
定
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
植
え
替
え
を
進
め
、

郵
便
局
の
西
側
ぐ
ら
い
の
と

こ
ろ
ま
で
を
工
事
区
間
と
し

て
予
定
し
て
い
る
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
料

金
や
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
利
用

に
つ
い
て
、
市
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
ア
ン
ケ
ー
ト

や
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
て
欲
し
い
が
ど
う
か
。

答
２
月
に
利
用
者
と
沿
線
の

方
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
今
そ
の
集
計
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
要
望
を

踏
ま
え
る
中
で
、
見
直
し
を

し
て
い
き
た
い
。

消
防
費費費
防
費

消
防
消
防

問
災
害
対
策
用
備
蓄
品
等
調

達
事
業
費
の
主
な
内
容
は
。

答
ア
ル
フ
ァ
米
の
新
規
追
加

６
千
500
食
分
、
各
避
難
所
に

配
備
し
て
い
る
医
薬
品
の
入

れ
か
え
等
を
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
備
品
は
、
自
主
防
災

組
織
に
配
備
し
て
い
る
消
火

栓
か
ら
消
火
が
で
き
る
ス
タ

ン
ド
パ
イ
プ
の
追
加
購
入
の

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

教
育
費費費
育
費

教
育
教
育

問
子
ど
も
の
体
力
運
動
能
力

向
上
事
業
費
に
つ
い
て
問
う
。

答
担
任
教
諭
の
補
助
を
東
京

女
子
体
育
大
学
の
学
生
に
し

て
頂
く
。
５
、
６
年
生
対
象

１
校
あ
た
り
65
時
間
予
定
。

問
市
内
小
中
学
校
音
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
昨
年
の
課
題

を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。

答
平
成
27
年
度
は
、
10
月
25

日
に
国
立
学
園
小
学
校
の
体

育
館
で
実
施
。
会
全
体
を
２

部
に
分
け
る
等
の
工
夫
を
し

て
い
き
た
い
。

問
教
科
書
の
供
給
及
び
副
読

本
の
発
行
事
業
費
が
前
年
度

比
大
幅
増
の
理
由
は
。

答
平
成
27
年
度
は
小
学
校
の

教
科
書
が
改
訂
さ
れ
て
、
新

し
い
教
科
書
と
な
る
年
で
、

合
わ
せ
て
、
新
し
い
教
師
用

の
指
導
書
、
朱
書
き
本
と
い

う
い
わ
ゆ
る
赤
本
を
教
員
１

冊
ず
つ
新
た
に
追
加
し
て
、

授
業
改
善
を
図
る
た
め
に
配

付
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
予

算
が
大
き
く
増
え
て
い
る
。

問
英
語
教
育
の
年
間
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

す
る
よ
う
な
方
が
全
校
に
１

人
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う

が
い
か
が
か
。

答
今
年
度
か
ら
指
導
主
事
と

し
て
英
語
科
の
専
門
の
担
当

者
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
３

年
生
、
４
年
生
、
小
学
校
に

向
け
た
外
国
語
活
動
の
充
実

と
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
る
。

問
三
中
の
夜
間
照
明
設
置
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

答
地
域
の
自
治
会
長
、
三
中

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
ブ
ド
ウ
園

等
の
地
権
者
に
説
明
後
、
近

隣
居
住
者
に
説
明
を
し
た
。

今
後
、
三
中
を
舞
台
に
説
明

会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
。

●
介
護
保
険

問
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ

り
、
要
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
変

わ
る
も
の
は
何
か
。

答
訪
問
介
護
、
ヘ
ル
パ
ー
利

用
、
通
所
介
護
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
利
用
が
、
市
が
行
う
新

し
い
総
合
事
業
へ
移
行
す
る
。

●
後
期
高
齢
者
医
療

問
後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ

ム
及
び
機
器
類
賃
借
料
に
つ

い
て
、
状
況
や
シ
ス
テ
ム
の

変
更
に
対
応
で
き
る
の
か
。
債

務
負
担
行
為
も
長
期
で
な
く

形
を
見
て
取
り
組
ん
で
は
。

答
賃
借
料
は
定
額
な
の
で
、
こ

の
予
算
の
中
で
対
応
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

各
特
別
会
計
予
算
へ
の
主
な
質
疑

今、国政が危ない！地方自治の本旨を発揮し、歯止めをかけよ！
こぶしの木　１名　反対

現政権は改憲、辺野古新基地建
設強行、原発再可動、戦争法、介
護・医療改革、労働法、共通番号
等、地方の声を、ふるさとを、人
権を尊重しない。住民のいのちを
脅かす国策には地方自治の力を発

揮し意見せよ。旧駅舎復元よりホ
ームからまっすぐ見える大学通り
の景観こそ未来に残すべき宝。市
財政は安定。もう市民負担増を伴
う財政改革の必要はない。オンブ
ズマン・CSWは人選第一！

市は教育の充実に、もっとお金を使おう
社民党　１名　反対

国立駅周辺まちづくりは市民の
知らない所で市の整備案が作られ
遺憾。農地の減少については現場
の声を国に伝え改善させるべき。
災害に強いまちづくりでは下水道
管の耐震化が遅れており問題。総

延長187kmに対し、今後5年間で
7.7kmの耐震化しか進まない。教
育費も文教地区にふさわしい額と
は言えない。トイレの洋式化、ス
プリンクラーの設置、英語圏の講
師の充実など多くの課題がある。

一方向のステルス政治から双方向のオープン・ガバナンスへ転換を
緑の党　１名　反対

予算規模が空前の３百億円を超
え、選挙を前に国や都への依存体
質・借金体質・散財体質がひどく
なっているので、予算内容は65点。
大学通り景観問題に絡み、地裁

敗訴後も公費で元市長への高額請

求裁判を続けているため、－30点。
　周到に根回しする政治手法によ
り停滞していた政策が動いた一方、
お任せ民主主義が浸透し、政治不
信が広がりつつあるので、－5点。
　全体評価は65－30－5＝30点。

人口減少時代を乗り越える職員の人材育成こそ未来に責任を持つ！
民主党　１名　賛成

平成27年度当初予算は「国立の
未来に1人ひとりが責任を持つ」
とし、一般会計と4つの特別会計
と合わせて約478億900万円の大規
模予算だったが、その内容は国立
駅南口複合公共施設用地の買戻し、

谷保駅エレベーター設置など将来
のための大きな投資に放課後学習
支援教室事業の拡充やぐるっと地
域応援活動など教育や福祉分野も
拡充した。人材育成からは重点を
外さない事として賛成。

少子高齢化社会を迎えた現在、いかに市民の暮らしと健康を守るか
みらいのくにたち　１名　賛成

予算は市民の生活全般に関わる
ことなので、予算全体を考え賛成。
認知症の早期診断・早期発見に関
する事業の開始は評価したい。さ
らに、糖尿病重症化予防対策や、
がん検診の充実など予防医療の推

進を進めよ。個別事業では、街路
灯ＬＥＤ化、大学との連携で子ど
も達の体力向上事業、不登校・ひ
きこもり事業が始まることは評価
する。保育園の待機児童対策、学
童保育所の環境改善を要望する。

更なる女性職員の活躍で市役所として組織力の強化を目指せ
維新の党　１名　賛成

一般会計の歳入は臨時財政対策
債を計上せず、更なる財政再建へ
の意気込みと評価する。歳出は城
山さとのいえ開設で農ある暮らし
の拠点ができ、市社協と行うぐる
っと地域応援活動はコミュニティ

ソーシャルワーカーの活躍に期待。
女性職員活躍で組織力を強化せよ。
元市長に金銭的償いを求める裁判
は今後の控訴審を受け入れ終結を。
　各特別会計は一般会計からの繰
入金に頼らず健全財政を目指せ。

財政健全化が進む予算編成に賛成
新しい風　１名　賛成

子どもや子育て世代だけでなく、
若い世代をサポートもすることで
国立市の合計特殊出生率の向上を
計る必要がある。ランニングコス
トを抑え、他の効果もあるような
事業は今後も積極的に取り組んで

ほしい。平成27年度の予算は良い
ところも多いが、事業の取捨選択
には課題がある。くにっこミニな
ど無駄と言わざるを得ない事業が
残ってしまっている。そういった
ものは一刻も早い廃止を要望する。

人権が守られ、穏やかな暮らしを構築する行財政運営の前進を
つむぎの会　１名　賛成

佐藤一夫市長が力強い頑張りで
推進した４年間の市政運営を、更
に充実、前進させるための新年度
予算である。市民生活の安心・安
全を軸に、医療・福祉は特段に充
実した。人権を守る成年後見制度

への事業展開は今後いっそう重要。
教育面では生徒の学力・体力向上
は目覚ましい。どの子も実力が伸
ばせる取り組み、子育て関連予算
も大切。職員間連携を保ち、市民
から頼れる市政運営を期待する。

環境委員会（委員長：石塚陽一　副委員長：藤江竜三　委員：東  一良、高原幸雄、小川宏美、小口俊明、生方裕一 ）一 ）

5 平成27年５月５日発行 No.229



平成27年５月５日発行 No.229 6

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
再
構
築
と

市
職
員
の
酒
気
帯
び
勤
務
の
疑
惑

維
新
の
党

生
方

裕
一
議
員

問
福
祉
・
教
育
・
防
災
等
、
今
後
市
民
活
動

の
発
展
に
向
け
、
く
に
た
ち
福
祉
会
館
を
活

用
で
き
な
い
か
。
建
物
名
も
「
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
、
貸
し
部
屋
機
能
を
縮

小
し
て
市
民
活
動
の
拠
点
に
で
き
な
い
か
。

答
庁
内
で
検
討
し
市
社
協
と
も
協
議
し
た
い
。

問
市
社
協
は
市
の
事
業
を
指
定
管
理
者
と
し

て
担
う
形
で
組
織
が
膨
ら
み
続
け
て
き
た
。

市
社
協
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
し
小
地
域
活
動
に
取
り
組
み
始
め
る

平
成
27
年
度
の
こ
の
時
期
に
、
市
社
協
の
事

業
全
体
や
人
事
管
理
を
再
構
築
で
き
な
い
か
。

答
市
社
協
の
主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
一
緒

に
事
業
を
進
め
る
中
で
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問
２
月
６
日
午
前
に
市
職
員
執
務
空
間
で
酒

気
を
帯
び
た
臭
気
を
感
じ
、
周
囲
の
職
員
も

そ
の
事
実
を
認
め
た
が
、
実
態
の
把
握
は
。

答
該
当
の
疑
義
が
あ
っ
た
職
員
を
直
ぐ
に
呼

び
出
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
で
呼
気
を
測

定
し
た
が
、
酒
気
は
検
知
さ
れ
な
か
っ
た
。

問
私
の
調
査
で
、
そ
の
際
全
く
機
能
し
な
い

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、

職
場
ぐ
る
み
の
隠
ぺ
い
工
作
で
は
な
い
か
。

答
今
後
、
検
知
器
の
機
能
検
査
を
徹
底
す
る
。

高
校
・
大
学
と
の
連
携
で
、

子
ど
も
達
に
す
ば
ら
し
い
教
育
を
！

み
ら
い
の
く
に
た
ち

望
月

健
一
議
員

問
子
ど
も
の
体
力
づ
く
り
の
面
で
の
、
大
学

と
の
連
携
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
東
京
女
子
体
育
大
学
の
学
生
に
、
小
学
校

で
指
導
補
助
を
し
て
頂
く
。

問
国
立
音
大
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

答
小
学
校
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
指
導
、
市

民
ロ
ビ
ー
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
調
整
が
つ

け
ば
実
現
可
能
と
考
え
る
。

問
子
育
て
支
援
の
分
野
に
お
け
る
大
学
と
の

連
携
は
進
ん
で
い
る
か
。

答
国
立
音
大
に
は
保
育
園
・
学
童
等
で
の
音

楽
鑑
賞
教
室
を
提
案
。
東
女
大
に
は
児
童

館
・
学
童
で
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
提
案
し
た
。

問
国
立
一
中
・
二
中
で
実
施
さ
れ
た
国
高
生

の
学
習
支
援
を
三
中
で
も
で
き
な
い
か
。

答
国
立
高
校
に
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

問
認
可
保
育
園
３
園
の
新
設
見
通
し
は
あ
る

の
か
。

答
実
現
に
向
か
っ
て
進
め
る
。

問
認
知
症
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
方
策
は
。

答
受
診
勧
奨
、
介
護
予
防
活
動
等
に
つ
な
げ

る
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

他
、
市
民
の
孤
立
化
防
止
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
理

解
と
支
援
に
つ
い
て
等
を
質
問
。

市
政
の
懸
案
課
題
と
市
民
の
皆
様

か
ら
の
要
望
事
項
の
集
約
と
は
！

自
由
民
主
党
・
明
政
会

石
塚

陽
一
議
員

問
佐
藤
市
長
の
掲
げ
た
施
策
の
特
筆
は
何
か
。

答
子
ど
も
医
療
費
助
成
で
子
育
て
世
帯
の
小

学
校
低
学
年
の
保
護
者
の
所
得
制
限
撤
廃
、

Ｊ
Ｒ
谷
保
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、
環
境

負
荷
軽
減
の
た
め
街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
。

問
在
宅
療
養
を
推
進
し
災
害
に
備
え
た
地
域

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
の
進
捗
状
況
は
。

答
在
宅
医
療
相
談
窓
口
に
よ
る
認
知
症
対
応

や
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
事
業
を
推
進
。

問
Ｊ
Ｒ
国
立
駅
付
近
高
架
下
の
整
備
状
況
は
。

答
改
札
を
挟
ん
で
商
業
施
設
「
の
の
わ
国
立
」

等
の
シ
ョ
ッ
プ
と
東
に
市
の
出
先
機
関
設
置
。

問
矢
川
駅
南
口
付
近
へ
の
駐
輪
場
の
新
設
は
。

答
南
口
市
民
の
利
用
者
が
約
73
％
を
占
め
て

い
る
の
で
早
い
時
期
に
駐
輪
場
整
備
を
検
討
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の
運
行
ル
ー
ト
に

最
寄
り
の
Ｊ
Ｒ
駅
を
組
み
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

答
地
域
公
共
交
通
会
議
で
検
討
し
６
月
実
施
。

問
府
中
市
境
と
イ
ン
タ
ー
東
側
及
び
坂
下
地

域
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の
導
入
は
。

答
交
通
不
便
地
域
の
解
消
を
目
指
し
27
年
度

中
に
導
入
の
方
向
性
を
示
し
て
い
く
。

問
市
役
所
庁
舎
駐
車
場
の
有
料
化
に
つ
い
て
。

答
駐
車
場
の
構
造
に
つ
い
て
警
察
と
協
議
中
。

人
を
大
切
に
す
る
施
策
の
展
開
は
、

地
域
の
声
を
し
っ
か
り
聞
い
て

つ
む
ぎ
の
会

池
田

智
恵
子
議
員

問
市
民
の
人
権
を
守
る
権
利
擁
護
、
成
年
後

見
制
度
の
活
動
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
。

答
平
成
12
年
４
月
民
法
改
正
に
よ
る
成
年
後

見
制
度
規
定
を
契
機
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
権
利
擁
護
事
業
と
並
行
し
て
相
談
や
情

報
提
供
を
開
始
。
市
は
平
成
15
年
３
月
成
年

後
見
出
張
申
立
て
の
手
続
き
を
実
施
。
そ
の

後
、
市
長
申
立
て
案
件
対
応
の
報
酬
費
用
助

成
制
度
を
整
え
た
。
今
後
認
知
症
を
含
む
相

談
者
の
伸
び
に
対
応
で
き
る
対
策
を
進
め
、

社
会
貢
献
型
後
見
人
の
育
成
、
市
民
へ
の
理

解
・
周
知
へ
の
取
り
組
み
に
努
め
る
。

問
次
世
代
を
担
う
若
者
・
子
ど
も
達
の
将
来

に
向
け
て
、
教
育
現
場
の
安
定
と
更
な
る
学

力
・
体
力
向
上
を
目
指
す
方
向
性
は
。

答
①
通
学
路
の
安
全
対
策
と
子
ど
も
達
へ
の

指
導
の
取
り
組
み
。
②
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

便
器
の
設
置
を
進
め
る
た
め
の
課
題
。
③
若

者
の
生
活
実
態
と
市
内
の
就
労
状
況
に
つ
い

て
、
良
好
な
環
境
づ
く
り
に
努
力
す
る
。

問
公
園
が
市
民
の
憩
い
の
場
所
で
あ
る
た
め

に
、
公
園
管
理
、
遊
具
の
点
検
、
ご
み
対
策

の
工
夫
等
地
域
の
声
を
受
け
と
め
事
業
を
。

答
速
や
か
な
対
応
を
図
り
要
望
に
応
え
る
。

補
助
金
を
活
用
し
た
子
育
て
応
援

と
市
内
消
費
喚
起
へ
期
待
す
る

自
由
民
主
党
・
明
政
会

大
和

祥
郎
議
員

問
国
の
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
、
子
育

て
応
援
券
等
発
行
や
生
活
支
援
か
ら
の
未
就

園
児
自
宅
保
育
給
付
金
が
で
き
な
い
か
。

答
未
就
園
児
自
宅
保
育
給
付
金
の
新
設
に
つ

い
て
は
短
期
間
で
の
制
度
化
は
難
し
い
が
、

現
在
検
討
し
て
い
る
子
育
て
応
援
券
の
施
策

は
未
就
園
児
自
宅
保
育
給
付
金
の
趣
旨
に
通

じ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
子
育
て
応
援
券
の
配
布
時
期
と
対
象
は
。

答
10
月
ぐ
ら
い
に
利
用
可
能
で
０
歳
か
ら
６

歳
未
満
の
３
千
500
人
を
対
象
と
す
る
。

問
子
育
て
応
援
宣
言
Ｐ
Ｒ
が
で
き
な
い
か
。

答
Ｐ
Ｒ
方
法
は
市
報
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
国
立
の
子
育
て
子
育
ち
に
責
任
を

持
つ
政
策
の
方
向
性
や
市
長
の
方
針
に
お
い

て
内
容
を
明
確
に
し
検
討
す
る
。

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
の
内
容
は
。

答
プ
レ
ミ
ア
ム
分
は
20
％
と
し
大
型
店
を
含

め
協
力
可
能
な
店
舗
で
の
取
扱
を
お
願
い
す

る
。
１
万
２
千
円
を
１
万
円
で
商
工
会
の
協

力
を
頂
き
販
売
、
換
金
は
市
内
の
い
く
つ
か

の
金
融
機
関
で
行
う
予
定
。

他
、
旭
通
り
の
拡
幅
支
援
、
南
部
狭
隘
道
路

整
備
等
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
提
案
。
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政
治
家
と
正
職
員
が
身
を
削
っ
て

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
無
く
せ

緑
の
党

重
松

朋
宏
議
員

問
街
頭
監
視
カ
メ
ラ
の
コ
ス
ト
と
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
・
リ
ス
ク
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
商
店
街
向
け
と
通
学
路
設
置
に
都
と
市
の

補
助
制
度
が
あ
る
が
、
上
限
額
が
あ
り
運
用

費
の
補
助
は
な
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

た
め
に
、
日
弁
連
の
資
料
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
条
例
化
を
含
め
た
検
討
を
行
う
。

問
さ
く
ら
通
り
の
自
転
車
レ
ー
ン
を
車
道
側

に
移
し
て
緑
地
帯
を
広
げ
、
街
路
樹
保
存
と

人
の
安
全
が
両
立
す
る
街
路
を
検
討
し
て
は
。

答
限
ら
れ
た
空
間
の
中
で
両
立
は
難
し
い
。

今
は
植
樹
帯
を
広
げ
る
考
え
は
な
い
。

問
①
最
低
賃
金
に
近
い
臨
時
職
員
時
給
を
正

職
初
任
給
並
み
に
上
げ
て
は
ど
う
か
。
②
正

職
員
や
政
治
家
の
給
与
を
減
ら
し
て
、
非
正

規
職
の
待
遇
改
善
と
雇
用
確
保
を
図
っ
て
は
。

答
①
26
市
平
均
で
あ
り
、
他
市
の
状
況
を
見

て
対
応
し
た
い
。
②
【
市
長
】
議
会
・
市
民

と
議
論
で
き
る
な
ら
、
検
討
し
た
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
条
例
案
の
高
さ
規
定
が
逗
子

市
の
条
例
や
関
口
市
政
の
高
さ
規
制
案
よ
り

も
緩
い
が
、
な
ぜ
腰
が
引
け
て
い
る
の
か
。

答
容
積
率
が
高
く
高
度
利
用
を
図
る
地
域
は
、

一
律
の
高
さ
規
制
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え
る
。

国
立
の
資
産
の
有
効
活
用
を
！

新
し
い
風

藤
江

竜
三
議
員

問
今
後
策
定
予
定
の
財
政
条
例
の
中
に
事
業

を
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
し
や
す
く
な

る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
れ
な
い
か
。

答
目
標
達
成
基
準
な
ど
を
含
め
、
当
然
入
れ

て
行
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
国
立
市
は
空
き
家
対
策
を
国
の
特
措
法
成

立
を
受
け
て
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

答
担
当
部
署
を
設
け
る
と
と
も
に
、
空
き
家

等
の
情
報
収
集
と
調
査
を
行
い
、
現
状
把
握

に
努
め
、
必
要
な
施
策
の
検
討
を
行
う
。

問
公
共
施
設
の
温
度
や
湿
度
な
ど
の
空
気
環

境
を
改
善
し
て
は
ど
う
か
。

答
抜
本
的
対
策
と
し
て
は
施
設
の
更
新
等
が

必
要
だ
が
、
電
力
使
用
量
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
な
が
ら
、
極
力
改
善
に
取
り
組
む
。

問
現
在
市
が
検
討
し
て
い
る
ご
み
の
戸
別
収

集
の
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
効
率
性
を
高
め
な
が
ら
で
き
る
よ
う
、
十

分
な
議
論
を
積
み
重
ね
て
い
く
。

問
フ
ッ
ト
サ
ル
の
よ
う
な
最
近
人
気
が
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
を
子
ど
も
が
で
き
る
場
所
は
作
れ

な
い
か
。

答
既
存
の
施
設
の
活
用
な
ど
で
、
工
夫
を
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

国
立
を
支
え
て
い
く
世
代
へ
の

教
育
と
人
材
育
成
の
強
化
を

民
主
党

稗
田

美
菜
子
議
員

問
公
立
学
校
の
国
際
交
流
の
現
状
と
課
題
は
。

答
中
学
校
で
は
留
学
生
と
の
交
歓
会
、
小
学

校
で
は
一
橋
大
学
の
留
学
生
と
の
交
流
な
ど

各
校
で
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
機
会
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
開

始
し
て
１
年
。
今
後
の
課
題
は
。

答
在
籍
参
加
児
童
数
に
は
変
化
が
な
く
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
も
約
８
割
が
参
加
し
て
よ
か

っ
た
と
回
答
。
学
年
度
末
調
査
の
総
括
を
し

て
今
後
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
学
校
か
ら
の
評
価
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
学
校
と
の
共
通
理
解
が
進
ん
だ
。
学
校
の

実
情
に
応
じ
て
、
学
習
習
慣
の
定
着
の
た
め

に
効
果
的
に
連
携
を
取
り
た
い
と
の
学
校
か

ら
の
要
望
も
あ
っ
た
。

問
事
業
開
始
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
災
害
時

要
援
護
者
支
援
事
業
の
今
後
の
拡
大
計
画
は
。

答
地
域
導
入
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
現
状
。

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
社
協
と
の

連
携
も
図
っ
て
い
く
が
な
か
な
か
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
。

他
、
生
涯
教
育
及
び
女
性
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

Ｗ
Ｇ
提
言
書
の
実
現
方
法
な
ど
を
質
問
。

国
立
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

大
型
に
な
っ
た
経
過
を
プ
レ
ー
ト
に

こ
ぶ
し
の
木

上
村

和
子
議
員

問
「
私
た
ち
の
こ
と
を
私
た
ち
抜
き
に
決
め

な
い
で
」
と
い
う
障
害
者
権
利
条
約
の
精
神

を
認
知
症
や
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
福

祉
に
も
反
映
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
【
市
長
】
目
か
ら
ウ
ロ
コ
。
提
起
さ
れ
た

内
容
は
新
し
い
１
ペ
ー
ジ
に
な
る
と
考
え
る
。

問
新
国
立
駅
に
は
大
き
な
宝
が
あ
る
。
そ
れ

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
中
央
線
で
一
番
大
き
い

と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
団

体
の
要
請
を
受
け
市
と
Ｊ
Ｒ
が
協
議
し
て
実

現
し
た
も
の
。
こ
の
経
過
を
記
し
た
プ
レ
ー

ト
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
脇
に
貼
っ
て
ほ
し
い
が
。

答
【
市
長
】
Ｊ
Ｒ
八
王
子
支
社
と
協
議
し
、

実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

問
市
の
発
行
す
る
文
書
は
わ
か
り
に
く
い
。

わ
か
り
や
す
い
文
書
づ
く
り
の
研
修
を
。

答
ぜ
ひ
そ
の
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
。

問
男
女
平
等
条
例
を
制
定
す
べ
き
だ
が
。

答
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
必
要
。

問
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
が
安
心
し
て
相
談
で
き

る
窓
口
づ
く
り
を
早
急
に
行
う
べ
き
。

答
徹
底
し
た
研
修
と
相
談
窓
口
は
市
長
室
で
。

問
外
国
籍
市
民
懇
談
会
を
開
く
べ
き
だ
が
。

答
ぜ
ひ
行
う
こ
と
を
前
提
に
検
討
す
る
。
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東

一
良
議
員

問
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、
非
構
造

部
材
の
耐
震
化
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
平
成
26
年
度
は
4
校
の
吊
り
天
井
撤
去
等

の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
を
実
施
し
た
。
平

成
27
年
度
は
、
残
り
の
7
校
の
耐
震
化
を
実

施
す
る
。

問
校
舎
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
は
、
ど
の

範
囲
の
耐
震
化
を
す
れ
ば
完
了
と
な
る
の
か
。

答
国
な
ど
の
方
針
に
基
づ
く
と
窓
サ
ッ
シ
や

外
壁
等
と
、
対
象
が
広
範
囲
に
広
が
る
の
で

全
体
が
終
わ
る
ま
で
に
は
、
今
後
の
大
規
模

改
修
、
建
替
え
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

問
中
央
線
北
側
道
の
安
全
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
立
川
警
察
署
と
協
議
し
現
地
調
査
を
行
い
、

旧
２
条
踏
切
、
旧
４
条
踏
切
の
交
差
点
へ
の

信
号
機
設
置
を
警
視
庁
本
部
へ
上
申
し
て
い

る
。
側
道
に
入
る
支
線
２
ヵ
所
は
、
一
時
停

止
の
規
制
を
新
た
に
設
け
た
。
市
が
行
う
安

全
対
策
と
し
て
、
各
交
差
点
手
前
に
滑
り
止

め
舗
装
や
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
の
設
置
、
交
差
点

注
意
等
の
路
面
表
示
の
設
置
を
行
っ
て
い
く
。

国
立
イ
ン
タ
ー
入
口
交
差
点
の

歩
道
橋
老
朽
化
対
策
を

公
明
党

小
口

俊
明  

議
員

問
国
立
イ
ン
タ
ー
入
口
交
差
点
の
歩
道
橋
は

抜
本
的
改
修
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
平
成
26
年
11
月
に
国
に
安
全
対
策
の
要
望

書
を
提
出
し
た
。
国
は
11
月
に
応
急
補
修
を

実
施
。
12
月
に
は
定
期
点
検
を
行
い
平
成
27

年
度
に
補
修
工
事
を
実
施
予
定
と
の
こ
と
。

問
国
立
イ
ン
タ
ー
入
口
交
差
点
の
信
号
機
に

音
響
機
能
を
付
加
で
き
な
い
か
。

答
２
月
19
日
に
立
川
警
察
署
に
要
望
し
検
討

す
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

問
谷
保
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
進
捗
と
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
問
う
。

答
ら
ち
内
の
多
機
能
ト
イ
レ
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
は
３
月
下
旬
に
共
用
開
始
す
る
。
ら
ち
外

は
平
成
28
年
３
月
に
共
用
開
始
の
予
定
。

問
町
名
地
番
整
理
に
お
い
て
残
さ
れ
て
い
る

地
域
の
今
後
の
予
定
は
。

答
平
成
28
年
度
ま
で
に
谷
保
７
丁
目
を
。
平

成
30
年
度
ま
で
に
青
柳
２
、
３
丁
目
（
甲
州

街
道
南
側
部
分
）
、
矢
川
３
丁
目
の
一
部
、

泉
３
丁
目
を
実
施
予
定
。

他
、
小
中
学
校
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
に

つ
い
て
、
小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
に

つ
い
て
、
休
日
開
庁
に
つ
い
て
質
問
。

歩
行
者
の
安
全
と
桜
の
景
観
、

ど
ち
ら
も
守
る
さ
く
ら
通
り
に
!!

生
活
者
ネ
ッ
ト

前
田

節
子
議
員

問
さ
く
ら
通
り
改
修
工
事
に
伴
う
樹
木
伐
採
、

当
初
の
計
画
で
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
。

答
既
存
の
桜
183
本
中
91
本
、
イ
チ
ョ
ウ
は
40

本
の
伐
採
計
画
だ
っ
た
。

問
今
は
ど
う
な
っ
た
か
。

答
樹
木
医
診
断
で
Ｃ
判
定
の
桜
（
現
時
点
で

38
本
）
、
イ
チ
ョ
ウ
は
全
部
存
置
。

問
庁
内
検
討
だ
け
で
決
め
、
議
会
に
報
告
も

な
く
、
市
民
へ
の
周
知
も
足
り
ず
、
意
見
も

聞
か
ず
進
め
た
の
が
問
題
。
市
民
か
ら
反
対

の
声
が
上
が
っ
て
見
直
し
た
も
の
の
場
当
た

り
的
。
大
量
伐
採
は
残
っ
た
樹
木
の
倒
木
の

危
険
が
増
す
。
歩
行
者
の
安
全
と
景
観
、
ど

ち
ら
も
大
事
。
市
民
合
意
と
市
民
参
加
を
得

て
進
め
よ
。
Ｃ
判
定
は
全
体
の
３
割
程
度
と

聞
く
。
樹
木
医
に
任
せ
ず
、
市
民
合
意
を
得

な
が
ら
極
力
残
す
方
向
で
進
め
る
べ
き
で
は
。

答
【
市
長
】
Ｃ
判
定
は
Ｂ
に
移
行
で
き
る
も

の
は
移
行
し
ろ
と
再
三
再
四
言
っ
て
い
る
。

最
終
判
断
は
私
。
全
部
責
任
を
負
う
。

問
教
育
の
右
傾
化
問
題
。
中
学
校
の
教
科
書

採
択
、
現
場
の
教
員
、
市
民
の
意
見
は
。

答
調
査
研
究
委
員
会
を
つ
く
っ
て
や
る
こ
れ

ま
で
の
や
り
方
を
変
え
る
考
え
は
な
い
。

一般質問とは、議員が市政全般にわたり、執行機関に対し、事務の状況及び将来に対する方針等について所信を質し、あるいは報告を求め、
また疑問を質すことを言います。一般質問（要旨）につきましては、各議員本人がまとめたものをもとに掲載しております。

Ｃ
判
定
と
な
っ
た
さ
く
ら
通
り
の

桜
は
倒
木
前
に
速
や
か
な
植
替
を

自
由
民
主
党
・
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政
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石
井

伸
之
議
員

問
学
童
保
育
の
①
長
期
休
暇
中
の
弁
当
給
食

実
施
は
②
矢
川
学
童
の
六
小
校
庭
内
移
設
は
。

答
①
保
護
者
が
昼
食
ま
で
に
業
者
へ
注
文
し

配
達
の
際
に
誰
の
弁
当
か
分
か
る
よ
う
に
す

れ
ば
宅
配
弁
当
の
取
り
扱
い
は
可
能
②
Ｈ
27

子
ど
も
総
合
計
画
審
議
会
で
検
討
を
進
め
る
。

問
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
①
3
月
15
日
開

催
の
童
謡
歌
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
今
後
も
継
続

す
る
べ
き
で
は
②
6
月
7
日
開
催
の
大
学
通

り
を
歩
行
者
天
国
に
す
る
件
の
実
施
体
制
は
。

答
①
【
市
長
】
次
回
、
次
々
回
も
成
功
す
る

よ
う
に
努
力
②
リ
ン
ク
国
立
’15 回
実
行
委
員
会

を
立
上
げ
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
等
を
実
施
。

問
さ
く
ら
通
り
の
倒
木
に
よ
る
人
身
事
故
を

防
ぐ
意
味
で
Ｃ
判
定
は
早
期
植
替
を
す
べ
き
。

答
街
路
樹
と
し
て
安
全
に
維
持
管
理
す
る
こ

と
が
難
し
い
も
の
は
若
木
の
桜
に
植
替
え
る
。

問
単
価
上
昇
に
よ
る
入
札
不
調
の
防
止
策
は
。

答
年
度
当
初
の
４
月
〜
６
月
を
工
期
に
加
え

る
等
工
事
業
者
の
受
注
し
易
い
環
境
を
整
備
。

問
災
害
時
地
域
集
会
所
施
設
等
を
緊
急
一
時

避
難
場
所
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

答
近
く
の
集
会
施
設
等
を
一
時
避
難
場
所
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
と
認
識
。

施
政
方
針
と
反
対
方
向
と
指
摘
、

甘
ん
じ
て
受
け
る
と
答
弁

日
本
共
産
党

長
内

敏
之
議
員

問
市
長
は
市
民
を
訴
え
、
訴
え
ら
れ
る
４
年

間
で
は
な
か
っ
た
か
。

答
一
刻
も
早
く
収
束
さ
せ
た
い
と
望
む
。

問
施
政
方
針
と
反
対
の
方
向
で
は
な
い
か
。

答
甘
ん
じ
て
受
け
る
。

問
市
長
は
次
世
代
に
ツ
ケ
を
残
し
た
の
で
は
。

答
返
し
終
わ
っ
た
も
の
と
相
殺
さ
れ
る
。

問
財
政
改
革
審
議
会
は
、
25
年
９
月
に
最
終

答
申
と
あ
る
。
存
続
は
お
か
し
い
の
で
は
。

答
不
備
は
な
い
。

問
都
市
計
画
道
路
、
都
市
計
画
公
園
の
見
直

し
の
意
見
を
都
や
国
に
上
げ
る
べ
き
。

答
将
来
的
に
は
市
長
会
な
ど
で
検
討
す
る
。

問
区
画
整
理
の
入
札
方
法
を
改
善
し
市
内
の

業
者
に
仕
事
を
出
す
べ
き
。

答
厳
格
な
基
準
、
入
札
を
指
導
す
る
。
市
内

業
者
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
提
案
す
る
。

問
高
架
下
の
利
用
は
市
民
の
声
を
聴
く
べ
き
。

答
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
駐
輪
場
、
図
書
館
、

駐
車
場
で
あ
っ
た
。

問
ガ
ー
ド
下
拡
幅
工
事
を
た
だ
ち
に
す
べ
き
。

答
意
図
的
に
遅
ら
せ
る
つ
も
り
は
な
い
。

他
、
国
立
づ
く
し
給
食
、
介
護
保
険
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
ネ
ウ
ボ
ラ
を
国
立
で
等
質
問
。

小
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
の

所
得
制
限
撤
廃
に
つ
い
て

公
明
党

中
川

喜
美
代
議
員

問
小
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
所
得
制
限

撤
廃
の
具
体
的
内
容
は
。

答
平
成
27
年
10
月
か
ら
実
施
す
る
。
小
学
３

年
生
ま
で
の
子
供
た
ち
は
、
通
院
１
回
薬
代

も
含
め
て
上
限
200
円
と
な
り
、
入
院
費
も
無

料
に
な
る
。

問
市
内
の
街
路
灯
、
全
て
（
約
５
千
基
）
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
具
体
的
内
容
は
。

答
平
成
27
年
か
ら
31
年
度
ま
で
、
５
ヵ
年
計

画
で
街
路
灯
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
。

問
町
な
か
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
の
進
捗
状

況
は
、
大
変
遅
れ
て
い
る
が
。

答
条
件
整
備
に
時
間
が
か
か
っ
て
お
り
、
９

月
議
会
に
は
間
に
合
う
よ
う
に
急
ぐ
。

問
通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
市
の
方
針
が
出
れ
ば
ス

タ
ー
ト
で
き
る
と
い
う
事
か
。

答
市
の
方
針
が
出
る
の
を
待
っ
て
い
る
。

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に
つ
い
て
問
う
。

答
１
万
２
千
円
分
の
商
品
券
を
、
１
万
円
で

販
売
し
、
10
月
頃
か
ら
使
用
開
始
と
す
る
。

問
子
育
て
応
援
券
に
つ
い
て
問
う
。

答
０
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の
子
供
一
人
当
た
り

６
千
円
の
商
品
券
を
配
布
す
る
。

市
民
の
声
を
活
か
し
た
街
づ
く
り
、

子
育
て
支
援
や
福
祉
の
充
実
を

日
本
共
産
党

尾
張

美
也
子
議
員

問
都
計
道
３
・
４
・
10
の
買
収
用
地
を
東
に

な
い
駐
輪
場
や
遊
歩
道
等
に
工
夫
し
て
は
。

答
市
の
整
備
方
針
な
の
で
変
更
し
な
い
。

問
東
１
、
２
号
線
の
一
方
通
行
を
警
察
と
の

協
議
な
し
に
市
報
掲
載
し
た
の
は
問
題
だ
が
。

答
決
定
で
は
な
く
案
と
し
て
掲
載
し
た
。

問
案
と
は
書
い
て
な
い
。
用
地
買
収
費
用
は
。

答
26
年
度
末
ま
で
で
21
億
円
で
あ
る
。

問
一
人
あ
た
り
の
ご
み
処
理
費
の
変
化
は
。

答
平
成
20
年
か
ら
25
％
減
っ
て
い
る
。

問
可
燃
ご
み
１
％
減
量
の
財
政
効
果
は
。

答
１
％
減
量
で
約
200
万
円
の
減
額
効
果
。

問
コ
ミ
バ
ス
路
線
は
市
民
の
声
を
聞
く
べ
き
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
協
議
す
る
。

問
３
人
乗
り
自
転
車
リ
サ
イ
ク
ル
は
提
供
者

に
引
取
り
手
の
な
い
放
置
自
転
車
を
。

答
制
度
活
用
さ
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
。

問
空
き
家
活
用
に
関
す
る
政
策
の
部
署
を
。

答
生
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
に
置
く
。

問
40
代
以
降
の
引
き
こ
も
り
施
策
を
。

答
就
労
支
援
や
居
場
所
作
り
を
考
え
る
。

他
、
ご
み
有
料
化
よ
り
分
別
施
策
の
徹
底
で

の
減
量
施
策
、
老
々
介
護
の
課
題
や
し
ょ
う

が
い
者
の
親
亡
き
後
の
施
策
に
つ
い
て
質
問
。

国
防
軍
創
設
の
憲
法
改
正
案
で
、

子
ど
も
の
命
と
平
和
は
守
れ
な
い

生
活
者
ネ
ッ
ト

小
川

宏
美
議
員

問
第
四
期
基
本
構
想
第
２
次
基
本
計
画
に
あ

っ
た
「
自
治
基
本
条
例
」
制
定
は
積
み
残
し

だ
。
市
民
参
加
・
参
画
を
保
障
す
る
仕
組
み

が
後
回
し
に
さ
れ
て
い
る
の
は
問
題
で
は
。

答
【
市
長
】
二
元
代
表
制
で
間
接
的
に
市
民

の
声
を
議
員
か
ら
聞
く
と
同
時
に
、
直
接
住

民
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ

て
い
な
い
の
は
事
実
。
今
後
進
め
て
い
く
。

問
参
加
に
お
け
る
配
慮
と
し
て
当
時
者
参
加
、

特
に
子
ど
も
参
加
が
抜
け
が
ち
で
は
。

答
他
市
に
倣
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

問
第
五
期
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
計
画

期
間
は
市
長
任
期
４
年
の
倍
数
と
し
、
責
任

を
持
つ
よ
う
提
案
し
て
き
た
が
ど
う
か
。

答
【
副
市
長
】
12
年
ご
と
く
ら
い
に
市
政
転

換
が
お
き
て
い
る
。
４
の
倍
数
が
良
い
だ
ろ

う
と
の
方
向
で
議
論
を
す
す
め
て
い
る
。

問
「
国
防
軍
」
創
設
を
掲
げ
る
自
民
党
憲
法

改
正
草
案
が
示
さ
れ
て
い
て
平
和
憲
法
を
根

底
か
ら
覆
す
内
容
だ
。
地
域
で
平
和
を
守
る

こ
と
に
障
害
と
な
る
と
考
え
な
い
の
か
。

答
【
市
長
】
国
論
を
二
分
す
る
話
に
な
る
。

い
ち
政
権
、
い
ち
グ
ル
ー
プ
の
案
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
非
常
に
注
視
し
て
い
く
。

コ
ミ
バ
ス
、
富
士
見
台
団
地
の

家
賃
助
成
、
35
人
学
級
実
現
を

日
本
共
産
党

高
原

幸
雄
議
員

問
谷
保
の
コ
ミ
バ
ス
の
運
行
計
画
は
。

答
課
題
解
決
に
向
け
て
調
査
・
検
討
す
る
。

問
谷
保
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用
開
始
は
。

答
ら
ち
内
は
こ
の
３
月
に
竣
工
の
予
定
、
多

機
能
ト
イ
レ
も
共
用
開
始
と
な
る
。
ら
ち
外

は
平
成
28
年
３
月
に
竣
工
と
な
る
。

問
さ
く
ら
通
り
の
樹
木
の
管
理
と
自
転
車
道

の
再
検
討
に
つ
い
て
問
う
。

答
市
民
・
専
門
家
の
意
見
も
聞
い
て
検
討
。

問
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
計
画
は
ど
う
な
る
。

答
25
年
11
月
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
は
149
名
。

特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
計
画
は
さ
れ
て
い
な
い
。

問
安
心
し
て
歩
け
る
歩
道
の
整
備
を
。

答
既
存
の
歩
道
は
段
差
が
少
な
い
も
の
に
交

換
し
段
差
の
解
消
を
行
っ
て
い
る
。

問
富
士
見
台
団
地
高
齢
者
世
帯
に
家
賃
の
助

成
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
住
宅
費
助
成
の
対
象
外
と
し
て
い
る
。

問
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
組
み
は
。

答
75
歳
以
上
の
非
課
税
世
帯
に
実
施
。

問
35
人
学
級
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
推
進
を
国
、
東
京
都
に
要
望
し
て
い
る
。

問
い
じ
め
問
題
対
策
で
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
活
用
を
。

答
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
校
施
設
の
耐
震
化
、

中
央
線
北
側
道
に
つ
い
て
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不
登
校
・
い
じ
め
問
題
は

対
処
よ
り
予
防
策
に
取
り
組
め
！

生
活
者
ネ
ッ
ト

阿
部

美
知
子
議
員

問
国
立
市
立
小
中
学
校
で
現
在
不
登
校
児
童

生
徒
の
数
と
い
じ
め
と
認
識
し
た
数
を
問
う
。

答
30
日
以
上
欠
席
は
小
学
生
で
９
名
、
中
学

生
で
32
名
。
学
校
が
認
知
し
た
い
じ
め
件
数

は
小
学
校
10
件
、
中
学
校
36
件
で
あ
る
。

問
学
校
に
い
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

と
し
て
の
適
応
指
導
教
室
の
実
情
を
問
う
。

答
中
学
校
適
応
指
導
教
室
に
通
う
３
年
生
20

名
は
全
員
進
学
。
小
学
生
は
３
名
通
級
。

問
小
学
校
は
矢
川
児
童
館
の
間
借
り
。
中
学

校
は
手
狭
の
状
態
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
小
中
の
一
元
化
し
た
場
の
確
保
が
必
要
。

問
理
由
は
異
な
る
に
し
て
も
不
登
校
を
未
然

に
予
防
で
き
る
ケ
ー
ス
は
な
か
っ
た
の
か
。

狛
江
市
で
採
用
し
て
い
る
学
級
集
団
ア
セ
ス

メ
ン
ト
Q
―
QQ

U
の
成
果
を
踏
ま
え
国
立
市
で

も
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

答
い
じ
め
防
止
等
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に

評
価
す
る
中
で
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
理
念
と
現
実
が

あ
る
。
モ
デ
ル
事
業
の
ま
ち
と
し
て
他
市
に

ど
う
情
報
を
発
信
し
て
い
く
の
か
。

答
研
究
の
成
果
を
実
践
・
深
化
さ
せ
て
い
く
。

他
、
障
が
い
者
就
労
支
援
等
質
問
。

問臨時財政対策債、財政調整基金の繰債債、財
入をゼロにできた要因は。
答国保税改定による一般財源からの繰
出金減額。資本費平準化債による下水
道会計への繰出金の抑制。市税収納率
のアップ。職員給与の都表並への抑制。
問365日24時間安心・安全のまちづく
りの総括は。
答地域包括ケアシステムの推進。谷保
駅エレベーター設置事業。
問地域包括ケアシステム構築に向け、
今後どのように取り組むのか。
答病気になる前に、どう対応するかに
ついて、積極的に取り組みたい。
他、ぐるっと地域応援活動について、
待機児童対策について等を質問。

問ＣＳＷの役割分担はどうなるのか。分担は
答社協（民の力）と国立市（公の力）
をあわせ１＋１＝2.5に押し上げたい。
問学校教育の質の向上とは何か。
答地域社会の向上に学校教育がその一
因として参画することを期待する。
問発達支援センター構想は。
答実施計画の俎上にないが検討はする。
問高架下・市民利用施設・旧駅舎活用
に市民を入れたマネージメント組織を。
答運営上の組織であれば作っていく。
問さくら通りの伐採方法に関しては。
答切る予定だったいちょう５本は残す。
桜は樹木医Ｃ判定４本は計画通り切る。
問明和住民訴訟に関し市民の税金をこ
れ以上使うな。市長の意思を問う。
答判決判示を待つ。

市民参加で地域力を活用する施策を！市民民参加参加で地で地域力域力を活を活用す用する施る施策を策を市市民参

問都計道３・４・10号線延伸に伴う一・10号
方通行が警察との協議なく市報に掲載
され市民から不安の声があり問題だが。
答計画素案であり今後警察と協議する。
問３・４・10号線の買収地は、市民要
望の多い駐輪場や遊歩道に活用しては。
答昭和36年に決定し議論されてきた。
問国立駅南口の大型ビルに16億円かけ
るより教育予算充実や子育て支援を。
答16億円で公社から買戻し、12億円で
側道や駐輪場等に投資する。
問国立駅周辺の開発は必要部分に縮小
し介護人・介護施設不足に力を注げ。
答行政が介護人を育てる研修を行う。
問大型開発は聖域、市民負担増から命
と暮らしを守る施策を軸に転換すべき。
答今後も投資を増やす努力をする。

土木市政からバランスよい税の配分に土木木市政市政からからバラバランスンスよいよい税の税の配分配分に分に 問財政再建に向けての財政改革審議会けての
の答申の活用についての考え方は。
答行財政改革を進め歳出削減を行ない、
市民へのサービス提供を心がけていく。
問ふくふく窓口の開設と生活困窮者自
立支援法に基づく生活支援のあり方は。
答命と健康を守り、高齢者や生活困窮
者への支援をキメ細かく実施する。
問子育て子育ちへの責任と待機児童解
消のための具体的施策とは。
答合計特殊出生率を上げ、子ども支援
制度と合わせ待機児童数の減を図る。
問坂下・インターチェンジ地域へのコ
ミュニティワゴンバスの早期導入は。
答公共交通会議に積極的に提言し交通
不便地域解消に向け応えていく。
問ストックマネジメントに関して老朽
化した公共施設等の維持管理施策は。
答公共施設白書更新作業の手続きと委
託業務を推進し検討していく。

安心・安全なまちづくりの施策とは！安心心・安・安全な全なまちまちづくづくりのりの施策施策とはとは安心
由民主党 明政会自由由民主民主民 党党・党党 明政明政明政明政会会会自由民主民主党主党 明明政会政会

問自治会と市とのパイプ役となる職員のパのパイプイ
の、地域担当制の導入を検討との表明
だが、具体的にどう進める考えか。
答地域コミュニティの再興が重要で、
他の仕事をしながら、思いっきり地域
に出ていきたい職員を誘導・養成し区
域を定めて配置したい。
問政策を遂行する職員について、業務
上の部署間連携のあり方を問う。
答担当外職員の協力体制を助長する。
問土地も家も持たない市民が、穏やか
に最後まで暮らし続けられるのか。
答行政の対応が求められている。

つむつむつむつむぎのぎのぎのぎの会会会会つむ

問少子化対策には、子ども子育て世帯はは、子子
への支援だけでなく、若者の時間的余
裕を作るために職住近接を促すことや、
未婚化、晩婚化への対応なども必要だ
が、市長の考えは。
答多様化する社会や、性のマイノリテ
ィーの問題も含めて考えなくてはなら
ない。ただ、現実に子どもは減ってい
るのでそれは食い止めたい。他市から
移行させるのではなく、他市とともに
地域が豊かになる方法を考えたい。職
住近接については、優良企業の誘致な
どで、少しでも努力を続けたい。

本本質本質的な的な少子少子化対化対策を策を！！本質本質 を！
新し新し新し新しい風い風いい新し

問市議会では議会改革特別委員会を設会改会改革特革
置し議会基本条例を制定した。今後は
市が自治基本条例を制定して欲しい。
答二元代表制の中に市民がどう加わっ
ていくかを踏まえた上で検討していく。
問市長は女性市職員の活躍を目指して
いるが、市職員を志望する女性は伸び
悩んでいるので、まずはその解決を。
答多くの大学等に出向き求人活動を行
い、女性の市職員志望者を募りたい。
問元市長が在職中の行政執行について
金銭的償いを求めることは止めるべき。
答現在係争中であり、慎重に対応する。

自治基本条例の制定、女性職員の活躍自治治基本本条例条例の制の制定定、女性女性職員職員の活の活躍自治基
維新維新新維新の党の党のの党の党

問国立市の街の原点「文教都市くにた原点原点「文「
ち」に今こそ立ち戻り、「学び」を必
要とする全ての市民に「学び」を提供
する環境を整えるべきではないか。
答平和を希求し、人権、皆平等に生き
ていくために、その環境づくりとして
学校教育のみならず生涯教育を含めや
っていく。その中で、未来に責任を持
つ社会づくりをしていく。
問環境負荷の少ない持続可能な社会の
形成に向け市がなすべきことはなにか。
答再生可能エネルギーを活用しつつ、

文教都市くにたちを市民の学びの街に文教教都市都市くにくにたちたちを市を市民の民の学び学びの街の街に文教文教都
みらいのくにたちみらみらみらみらいのいのいのいのくにくにくにくにたちたちたちたちみらいのくにたち

問被災地岩手県大船渡市へ職員派遣の大船大船渡市渡
経験をどのように国立市に活かすのか。
答災害を体験したことのない若い職員
に臨場感を持って伝えることが自分の
仕事に対しても緊張感を持って活かし
ていけると大いに期待している。
問商工業の発展のための人の回遊性は
どう推進するのか。
答商工会や商店街が具体的に率先して
推進しているものを更に進めていく。
問幼児教育を含めた教育の連携推進は
どのように進めるのか。
答風土としてあるものを保持していく。

人材育成と教育は人づくりの要人材人材育成育成と教と教育は育は人づ人づくりくりのの要人材人材
民主民主民 党党党党民主

問財政審答申は前市政の財政改革策と前市前市政の政
ほとんど変わらないが、佐藤市政で国
立市の財政構造は、どう変わったのか。
答答申を受けて実行し、一定の成果が
上がったと自負している。
問赤字債借入ゼロを実現したというが、
毎年４億円の下水道借金返済先送りに
頼らずに、収支均衡をどう図るのか。
答下水道建設の世代負担を公平化する
ためのものなので、理解してほしい。
問財政条例づくりに踏み出すか。
答検討するが、健全化が目的ではなく、
市民満足度を上げることが行政課題。

住民と一緒に財政を考える姿勢が欠如住民民と一と一緒に緒に財政財政を考を考えるえる姿勢姿勢が欠が欠如欠如
緑の緑のの緑の党党党緑の

問2013年度、市の臨財債振替前財源不の臨の臨財債財
足額は8億3,500万円であり、この金額
を地方交付税でもらうのが筋だ。しか
し国はその1/3を交付税とし残りの2/3
は市が借金して賄っても良い事にした。
市は借金しなかったが公共料金の値上
げや行政サービス削減で賄うのではな
く国に交付税を求めるべきではないか。
答全く同じ考えなので努力する。
問学童クラブの全学年受入れ対策はど
う進めるのか。
答学校を子どもたちの広場、学びの場
として活用できないか検討する。

学童クラブの全学年受入れ対策を急げ学童クラクラブのブの全学全学年受年受入れ入れ対策対策を急を急げ学
社民社民社社民党党党社民社民党民党

問施政方針の中で佐藤市長は国立市がで佐で佐藤市藤市
「学び」を軸に据えたまちづくりを実
践してきたと述べ、それが今後の国立
市の発展にもつながると締めくくった
が、その拠点となって地域と学びをつ
なげてきた国立公民館の意義について。
答公民館は現代の国立のまさに礎をつ
くった。その努力で今の文教都市があ
り、大いに敬意を表するものである。
問直営、職員の力、住民の力、無料制
等、住民自治を育てる基本がそろった
公民館を北と南に増館を。
答職員の質、人が解決する視点で努力。

立公民館の意義を守り、発展させよ立立公民公民館のの意義意義を守を守りり、発展発展させさせよよ国立
こぶこぶぶこぶしのしのしのしの木木木木こぶしの木の木

QQQA＆会派の構成人数により質問時間が異なるため、文字数に違いがあります。

会派名簿簿順

社
民
党

藤
田

貴
裕
議
員

問
前
回
質
問
し
た
、
中
央
線
側
道
の
安
全
対

策
は
ど
の
様
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
旧
２
条
踏
切
、
旧
４
条
踏
切
は
、
立
川
警

察
署
が
信
号
機
の
設
置
を
警
視
庁
本
部
へ
上

申
し
た
。
側
道
に
入
る
支
線
の
２
ヵ
所
に
一

時
停
止
規
制
を
設
け
た
。
た
だ
、
側
道
本
線

に
一
時
停
止
規
制
を
設
け
る
事
は
優
先
道
路

の
た
め
厳
し
い
と
立
川
警
察
か
ら
回
答
を
得

た
。
ま
た
30
キ
ロ
速
度
規
制
に
つ
い
て
も
設

計
当
初
の
交
通
量
の
考
え
方
が
あ
る
の
で
速

度
規
制
の
変
更
は
行
う
考
え
は
な
い
と
の
回

答
だ
。
Ｊ
Ｒ
の
フ
ェ
ン
ス
の
後
退
は
Ｊ
Ｒ
八

王
子
支
社
と
協
議
中
で
あ
る
。

問
矢
川
駅
入
口
交
差
点
は
、
安
全
対
策
と
渋

滞
緩
和
の
た
め
、
歩
車
分
離
の
時
差
式
信
号

に
変
え
ら
れ
な
い
か
。

答
立
川
警
察
は
、
時
差
式
に
す
る
た
め
に
は

石
田
街
道
か
ら
北
に
進
む
車
両
を
右
折
禁
止

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
現
行
は
、

右
折
車
が
相
当
あ
り
難
し
い
。
又
、
時
差
式

に
変
え
る
と
東
西
方
向
の
赤
が
長
く
な
る
と

懸
念
が
表
明
さ
れ
た
。

問
南
武
線
の
踏
切
待
ち
時
間
短
縮
は
。

答
Ｊ
Ｒ
か
ら
難
し
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

中
央
線
側
道
、
矢
川
駅
入
口
交
差
点
の

安
全
対
策
を
急
げ

議会報編集委員として、２年間、紙面改革
に携わってきました。
次号からは、議会基本条例の施行に伴い、
広報委員会が担当します。

4月14日撮影
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